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令 和 ７ 年 ９ 月 犬 山 市 議 会 定 例 議 会 会 議 録 
 

                             第１号 ９月１日（月曜日） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎議事日程 第１号 令和７年９月１日午前10時開議 

  第１ 会議録署名議員の指名 

  第２ 議会期間の決定 

  第３ 諸般の報告 

  第４ 議員派遣について 

  第５ 第54号議案から第77号議案まで 

     及び報告第７号 

     （議案上程説明） 

  第６ 請願の委員会付託について 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎本日の会議に付した案件 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 議会期間の決定 

  日程第３ 諸般の報告 

  日程第４ 議員派遣について 

  日程第５ 第54号議案 犬山市子ども屋内遊戯施設の設置及び管理に関する条例の制定に 

             ついて 

       第55号議案 犬山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

       第56号議案 犬山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

       第57号議案 犬山市旅費支給条例の全部改正について 

       第58号議案 犬山市手数料条例の一部改正について 

       第59号議案 犬山城入場登閣料等徴収条例の一部改正について 

       第60号議案 犬山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担に関する 

             条例の一部改正について 

       第61号議案 犬山市都市公園条例の一部改正について 

       第62号議案 犬山市下水道条例及び犬山市農業集落排水処理施設の設置及び管 

             理に関する条例の一部改正について 

       第63号議案 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 

       第64号議案 犬山市子ども屋内遊戯施設に係る指定管理者の指定について 

       第65号議案 犬山市教育委員会委員の任命について 

       第66号議案 犬山市公平委員会委員の選任について 

       第67号議案 令和７年度犬山市一般会計補正予算（第４号） 

       第68号議案 令和７年度犬山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
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       第69号議案 令和７年度犬山市犬山城費特別会計補正予算（第１号） 

       第70号議案 令和７年度犬山市木曽川うかい事業費特別会計補正予算（第１号） 

       第71号議案 令和７年度犬山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

       第72号議案 令和７年度犬山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

       第73号議案 令和７年度犬山市水道事業会計補正予算（第１号） 

       第74号議案 令和７年度犬山市下水道事業会計補正予算（第１号） 

       第75号議案 令和６年度犬山市一般会計及び特別会計の決算の認定について 

       第76号議案 令和６年度犬山市水道事業会計の決算の認定について 

       第77号議案 令和６年度犬山市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決 

             算の認定について 

       報告第７号 令和６年度犬山まちづくり株式会社決算等について 

  日程第６ 請願の委員会付託について 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎出席議員（１８名） 

１番 丸 山 幸 治 君  10番 玉 置 幸 哉 君 

２番 ﾋﾞｱﾝｷ 恵 子 君  11番 岡     覚 君 

３番 増 田 修 治 君  12番 岡 村 千 里 君 

４番 光 清   毅 君  13番 鈴 木 伸太郎 君 

５番 小 川 隆 広 君  14番 沼   靖 子 君 

６番 島 田 亜 紀 君  15番 久 世 高 裕 君 

７番 諏 訪   毅 君  16番 柴 山 一 生 君 

８番 小 川 清 美 君  17番 柴 田 浩 行 君 

９番 畑   竜 介 君  18番 大 沢 秀 教 君 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎欠席議員（なし） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

 議会事務局長  長谷川   敦 君   議 事 課 長  大 鹿   真 君 

 統 括 主 査  神 林 亜 弥 君    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎説明のため出席した者の職・氏名 

 市 長  原   欣 伸 君   副 市 長  永 井 恵 三 君 

 教 育 長  滝     誠 君   経 営 部 長  井 出 修 平 君 

 市民部長兼防災監  舟 橋 正 人 君   健康福祉部長  前 田   敦 君 

 子ども・子育て監  兼 松 光 春 君   都市整備部長  武 内 雅 洋 君 

 都市整備部次長  野 本 敬 弘 君   経済環境部長  小 池 信 和 君 

 教 育 部 長  中 村 達 司 君   消 防 長  大 澤   満 君 

 企画広報課長  古 田 隆 行 君   総 務 課 長  藤 村 崇 司 君 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

午前10時00分 開議 

◎議長（大沢秀教君） ただいまから、令和７年９月犬山市議会定例議会を開きます。 

  ただいまの出席議員は、18名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

  議事日程に従いまして、会議を進めます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

◎議長（大沢秀教君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第80条の規定により、３番 増田修治議員、16番 柴山一

生議員を指名いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第２ 議会期間の決定 

◎議長（大沢秀教君） 日程第２、議会期間の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。９月定例議会の議会日程は、議会日程案のとおり、本日から９月24日

までの24日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

令和７年９月定例議会 議会日程（案） 

 議会期間：24日間（９月１日（月）～９月24日（水）） 

日  次 月  日 曜 日 開議時刻 摘       要 

第１日 

 
９．  １ 月 午前10時 

 ○再 開  ○会議録署名議員の指名 

 ○議会期間の決定  ○諸般の報告 

 ○議員派遣 

 ○議案上程説明 

 ○請願の委員会付託 

第２日     ２ 火   ○精  読 

第３日     ３ 水   ○精  読 

第４日     ４ 木   ○精  読 

第５日     ５ 金 午前10時  ○一般質問 

第６日     ６ ㊏   ○休  会 

第７日     ７ ㊐   ○休  会 

第８日     ８ 月 午前10時  ○一般質問 

第９日     ９ 火 午前10時  ○一般質問 

第10日    １０ 水 午前10時  ○一般質問 

第11日    １１ 木 午前10時  ○議案質疑 

第12日    １２ 金 午前10時  ○議案質疑  ○委員会付託 

第13日    １３ ㊏   ○休  会 

第14日    １４ ㊐   ○休  会 

第15日    １５ ○月    ○休  会 

第16日    １６ 火   ○全員協議会 

第17日    １７ 水   ○部門委員会 



－4－ 

第18日    １８ 木   ○部門委員会 

第19日    １９ 金   ○部門委員会 

第20日    ２０ ㊏   ○休  会 

第21日    ２１ ㊐   ○休  会 

第22日    ２２ 月   ○休  会 

第23日    ２３ ○火    ○休  会 

第24日    ２4 水 午前10時 

 ○委員長報告 

 ○同報告に対する質疑 

 ○討  論  ○採  決 

   〔「異議なし」の声起こる〕 

◎議長（大沢秀教君） 異議なしと認めます。よって、議会日程は24日間と決定いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第３ 諸般の報告 

◎議長（大沢秀教君） 日程第３、この際、諸般の報告をいたします。 

  市長から、地方自治法第180条第１項の規定に基づき専決処分した旨の報告が３件ありま

したので、これを各位へ配付いたしました。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第４ 議員派遣について 

◎議長（大沢秀教君） 日程第４、議員派遣についてを議題といたします。 

  配付いたしましたとおり、姉妹都市、富山県立山町との親善交流のため、私ほか８名の議

員を、立山町へ派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」の声起こる〕 

◎議長（大沢秀教君） 異議なしと認め、さよう決しました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第５ 第54号議案から第77号議案まで及び報告第７号 

◎議長（大沢秀教君） 日程第５、第54号議案から第77号議案まで及び報告第７号を議題とい

たします。 

  お諮りいたします。第54号議案から第77号議案まで及び報告第７号を一括議題とすること

にご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」の声起こる〕 

◎議長（大沢秀教君） 異議なしと認めます。 

  第54号議案から第77号議案まで及び報告第７号を一括議題といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

  永井副市長。 

    〔副市長 永井君登壇〕 

◎副市長（永井恵三君） おはようございます。それでは今回提案をいたします議案について

ご説明をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

  まず、第54号議案、犬山市子ども屋内遊戯施設の設置及び管理に関する条例の制定につい
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てご説明します。 

  この案を提出しますのは、犬山市子ども屋内遊戯施設を設置するため、条例を制定するも

のです。 

  ２ページの第１条では、条例の趣旨について、第２条では、遊戯施設の設置目的と所在地

について、第３条では、利用に供する施設について、第４条では、遊戯施設の職員について、

第５条では、遊戯施設で行う事業について、第６条では、開館時間及び休館日について、第

７条から３ページの第11条では、利用者、利用の許可、使用料、使用料の減免及び不還付に

ついて、第12条から４ページの第16条では、利用者の義務、利用の制限、目的外利用等の禁

止、利用許可の取消し、損害賠償について定めるものです。第17条では、指定管理者による

管理について、第18条から５ページの第22条では、指定管理者が管理する際の事項について、

第23条では、規則への委任について定めるものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりでございます。 

  第55号議案、犬山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてご説明しま

す。 

  この案を提出しますのは、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に

関する法律の改正に伴い、条例の一部を改正するものです。 

  内容につきましては、５ページ以降の新旧対照表によりご説明します。 

  ６ページ、改正後の第16条の２では、妊娠、出生時及び育児期の職員への両立支援制度の

周知及び意向確認を行い、個別に聴取した意向について、その意向に配慮することを任命権

者に義務づけるものです。その他所要の改正を行うものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第56号議案、犬山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、地方公務員法の育児休業等に関する法律の改正に伴い、条例の

一部を改正するものです。 

  内容につきましては、５ページ以降の新旧対照表によりご説明します。 

  第22条から第22条の４まででは、地方公務員の育児休業等に関する法律第19条第２項第１

号及び第２号に規定する部分休業の承認等について定めるものです。その他所要の改正を行

うものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第57号議案、犬山市旅費支給条例の全部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、国家公務員等の旅費に関する法律の改正に準じ、条例の全部を

改正するものです。 

  ２ページから６ページまでの第１章総則では、趣旨、用語の定義等について、６ページか

ら10ページまでの第２章、旅費の種目及び内容では、旅費の種目等について、10ページから

12ページまでの第３章雑則では、退職者等の旅費、遺族の旅費等について定めるものです。 

  この条例の施行の日等については、12ページ以降の附則のとおりです。 

  第58号議案、犬山市手数料条例の一部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、多機能端末機による住民票の写し等の交付に係る手数料の額を
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改定し、資産に関する証明書の交付等に係る手数料の算定単位を変更するため、条例の一部

を改正するものです。 

  内容につきましては、６ページ以降の新旧対照表によりご説明します。 

  ６ページの第１条関係では、附則第３項で、手数料の徴収の特例について定め、別表第８

項で、多機能端末機による住民票の写し等の交付に係る手数料の額を改定するものです。 

  ７ページの第２条関係では、別表第８項で、資産に関する証明書の交付等に係る手数料の

算定単位を変更するものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第59号議案、犬山城入場登閣料等徴収条例の一部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、犬山城の入場登閣料の改定等のため、条例の一部を改正するも

のです。 

  内容につきましては、４ページ以降の新旧対照表によりご説明します。 

  別表第１の入場登閣料について、一般は１人1,000円に、小中学生は１人200円に改定する

ものです。その他所要の改正を行うものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第60号議案、犬山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担に関する条例の一部

改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、第２子に係る利用者負担の減額の対象範囲を拡大するため、条

例の一部を改正するものです。 

  内容につきましては、３ページの新旧対照表によりご説明します。 

  第７条第１項の表、備考第７項では、市町村民税所得割額が９万7,000円以上30万1,000円

未満の世帯は、保育料を半額とすることについて、備考第８項では、市町村民税所得割額が

９万7,000円未満の世帯は、保育料を無料とすることについて定めるものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第61号議案、犬山市都市公園条例の一部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、羽黒中央公園多目的スポーツ広場の使用料の額を改定等するた

め、条例の一部を改正するものです。 

  内容につきましては、４ページの新旧対照表によりご説明します。 

  第12条第３項では、有料公園施設を利用する場合の使用料の免除規定について、所要の改

正をし、別表第５では、多目的スポーツ広場使用料の一部を、次回の改修工事に係る経費に

充てるため、多目的スポーツ広場使用料を増額するとともに、市外の者が利用する場合の使

用料について規定するものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第62号議案、犬山市下水道条例及び犬山市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する

条例の一部改正についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、公共下水道及び農業集落排水処理施設の使用料の額を改定する

ため、条例の一部を改正するものです。 

  内容につきましては、７ページ以降の新旧対照表によりご説明します。 
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  今回の条例改正は、令和８年度及び令和11年度の２回に分けて使用料の額を改定するもの

ですが、７ページ及び８ページの第１条関係では、令和８年度からの公共下水道の使用料の

額について、第２条関係では、令和11年度からの公共下水道の使用料の額について定めるも

のです。 

  ８ページ及び９ページの第３条関係では、令和８年度からの農業集落排水処理施設の使用

料の額について、第４条関係では、令和11年度からの農業集落排水処理施設の使用料の額に

ついて定めるものです。 

  この条例の施行の日については、附則のとおりです。 

  第63号議案、財産の取得についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、消防業務の充実を図るため、消防ポンプ自動車を購入するもの

で、購入金額は2,233万円、購入先は、株式会社モリタ名古屋支店、契約の方法は指名競争

入札によるもので、入札は６月13日に６者により執行しました。 

  納入期限は、令和８年３月13日でございます。 

  第64号議案、犬山市子ども屋内遊具施設に係る指定管理者の指定についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、犬山市子ども屋内遊戯施設に係る指定管理者を指定するに当た

り、地方自治法第244の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

  予定している指定管理者は、株式会社フレーベル館、指定の期間は令和８年４月１日から

令和13年３月31日までの５年間です。 

  なお、指定管理者の概要につきましては、添付の参考資料をご参照ください。 

  第65号議案、犬山市教育委員会委員の任命についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、犬山市教育委員会委員の小倉志保氏の任期が、本年９月25日を

もって満了となりますので、後任者を任命するに当たり、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第２項の規定に基づき、議会の同意を求めるものです。後任者としまして、

佐曽利吏佐氏を任命するものです。 

  なお、経歴書及び所信を添付しておりますので、ご参照ください。 

  第66号議案、犬山市公平委員会委員の選任についてご説明します。 

  この案を提出しますのは、犬山市公平委員会委員の髙橋美博氏の任期が、本年９月21日を

もって満了となりますので、後任者を選任するに当たり、地方公務員法第９条の２第２項の

規定に基づき、議会の同意を求めるものです。後任者としまして、市川裕子氏を選任するも

のです。 

  なお、経歴書及び選任理由書を添付しておりますので、ご参照ください。 

  第67号議案、令和７年度犬山市一般会計補正予算（第４号）についてご説明します。 

  説明に先立ちまして、この補正予算では、本年４月以降の正規職員の人事異動や、会計年

度任用職員の任用の決定等に伴う人件費の補正を行っております。 

  詳細は事項別明細書等に記載のとおりとなりますが、広範囲にわたるため、個々の説明は

省略をさせていただきますので、ご了承ください。 

  それでは、議案の１ページをご覧ください。 

  第１条は、予算の総額に９億2,651万6,000円を追加し、総額を319億5,826万7,000円と定
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めるもので、第２条は、繰越明許費の追加、第３条は、債務負担行為の追加、第４条は、地

方債の追加及び変更を行うものです。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  初めに、歳出の主な内容を申し上げますと、２款の総務費では、財源調整としての財政調

整基金積立金の増額のほか、申請増に伴う家具等転倒防止器具取付委託料の増額や、執行増

に伴う過誤納還付金の増額などを計上し、３款の民生費では、前年度事業費の確定に伴う国

や県補助金の返還金を計上したほか、国の公定価格改定に伴う民間保育園運営委託料の増額

や、利用者増に伴う地域保育施設への負担金の増額などを計上し、４款の衛生費では、前年

度事業費の確定に伴う国庫補助金の返還金のほか、休日急病診療所における公費負担医療資

格確認のためのシステム改修費を計上し、５款の農林業費では、人件費の額の変更に伴う繰

出金の減額を計上し、６款の商工費では、前年度事業費の確定に伴う木曽川うかい事業費特

別会計への繰出金の減額のほか、多言語情報誌の翻訳増加に伴う筆耕翻訳料の増額を計上し、

７款土木費では、伏屋４号橋長寿命化のための工事請負費を計上したほか、人件費の額の変

更に伴う繰出金の減額を計上し、８款の消防費では、防火水槽撤去のための工事請負費を計

上し、９款の教育費では、城東中学校の整備に係る地質調査に関する経費のほか、南部公民

館及び市民文化会館の大規模改修のための経費などを計上し、11款の公債費では、市債の借

入金額と利率の確定等に伴う減額を計上しました。 

  また歳入では、普通交付税など交付額の確定による補正や、歳出に合わせた国県支出金や

市債の補正、特別会計の決算に伴う繰入金の増額などを行いました。 

  ５ページをご覧ください。 

  第２表の繰越明許費補正では、南部公民館及び市民文化会館の大規模改修事業について、

年度内の完了ができない見込みであることから、令和８年度への繰越明許費を追加し、６ペ

ージの第３表の債務負担行為補正では、プロポーザルを実施するに当たり、予算の担保が必

要となる協働プラザ運営業務委託のほか、複数年契約に当たり、それぞれ予算の担保が必要

となる給食調理業務委託や羽黒中央公園指定管理について、債務負担行為を追加し、７ペー

ジの第４表の地方債補正では、南部公民館及び市民文化会館の大規模改修事業に係る地方債

を追加したほか、橋梁長寿命化事業や公園整備事業など事業追加や、県補助金の活用に伴う

発行可能額の変更を行うものです。 

  なお、詳細につきましては、９ページ以降の事項別明細書等をご参照ください。 

  第68号議案、令和７年度犬山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明

します。 

  第１条は、予算の総額に１億2,730万6,000円を追加し、総額を68億407万1,000円と定める

ものです。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  歳入についてご説明します。 

  ７款繰越金で、前年度繰越金として１億2,730万6,000円の増額を計上しました。 

  続きまして、歳出についてご説明します。 

  ６款基金積立金で１億2,556万円の増額を計上し、８款諸支出金では、前年度補助金の返
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還金等として174万6,000円の増額を計上しました。 

  なお、詳細につきましては、５ページ以降の事項別明細書をご参照ください。 

  第69号議案、令和７年度犬山市犬山城費特別会計補正予算（第１号）についてご説明しま

す。 

  第１条は、予算の総額に9,780万8,000円を追加し、総額を４億2,261万円と定めるもので

す。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  歳入についてご説明します。 

  ５款繰越金で、前年度繰越金として9,780万8,000円の増額を計上しました。 

  続きまして、歳出についてご説明します。 

  １款犬山城費で、犬山城施設整備基金への積立金として、9,780万8,000円の増額を計上し

ました。 

  なお、詳細につきましては、５ページ以降の事項別明細書をご参照ください。 

  第70号議案、令和７年度犬山市木曽川うかい事業費特別会計補正予算（第１号）について

ご説明します。 

  この補正案は、繰入金の額が決定したことにより、歳入予算内における組み替えを行うも

ので、歳入歳出予算総額の変更はありません。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  歳入につきまして、１款繰入金で532万8,000円を減額し、３款繰越金で同額を増額するも

のです。 

  なお、詳細につきましては、５ページ以降の事項別明細書をご参照ください。 

  第71号議案、令和７年度犬山市介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明しま

す。 

  第１条は、予算の総額に１億1,052万8,000円を追加し、総額を57億4,957万9,000円と定め

るものです。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  歳入についてご説明します。 

  ３款国庫支出金で、過年度分国庫補助金として292万9,000円の増額を計上し、５款県支出

金で、過年度分県補助金として191万2,000円の増額を計上し、８款１項繰越金で、前年度繰

越金として１億526万2,000円の増額を計上しました。 

  続きまして、歳出についてご説明します。 

  ５款１項基金積立金で、介護保険事業給付費基金積立金として3,300万9,000円の増額を計

上し、７款諸支出金で、国庫支出金等過年度分返還金等として7,751万9,000円の増額を計上

しました。 

  なお、詳細につきましては、５ページ以降の事項別明細書をご参照ください。 

  第72号議案、令和７年度犬山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説

明します。 

  第１条は、予算の総額に1,169万円を追加し、総額を18億5,587万2,000円と定めるもので
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す。 

  次ページ見開きの第１表歳入歳出予算補正をご覧ください。 

  歳入についてご説明します。 

  ４款繰越金では前年度繰越金として1,169万円の増額を計上しました。 

  続きまして、歳出についてご説明します。 

  ３款諸支出金で、前年度の精算に伴う一般会計繰出金として486万9,000円の増額を計上し、

４款予備費で682万1,000円の増額を計上しました。 

  なお、詳細につきましては、５ページ以降の事項別明細書をご参照ください。 

  第73号議案、令和７年度犬山市水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明します。 

  第２条は、収益的収入及び支出について補正をするもので、支出としまして、第１款水道

事業費用のうち、営業費用で331万9,000円を減額し、総額を13億9,291万2,000円とするもの

です。 

  第３条は、予算第４条の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額を２億9,798万

5,000円とするとともに、補塡財源として、当年度分損益勘定留保資金を8,401万1,000円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額を2,073万7,000円とするものです。 

  支出としまして、第１款資本的支出で１万6,000円を減額し、総額を４億8,361万4,000円

とするものです。 

  第４条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の額として、職員給与

費で345万9,000円を減額し、総額を１億3,244万5,000円とするものです。この補正予算の内

容につきましては、人事異動などに伴う人件費に関するものです。 

  なお、詳細につきましては、２ページ以降に実施計画等を添付しておりますので、ご参照

ください。 

  第74号議案、令和７年度犬山市下水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明します。 

  第２条は、収益的収入及び支出について補正をするもので、収入としまして、第１款下水

道事業収益のうち、営業外収益で169万5,000円を減額し、総額を18億7,834万6,000円とする

ものです。 

  支出としまして、第１款下水道事業費用のうち、営業費用で169万5,000円を減額し、総額

を18億4,634万6,000円とするものです。 

  第３条は、資本的収入及び支出について補正をするもので、収入としまして、第１款資本

的収入のうち、出資金で、２万8,000円を減額し、総額を16億4,474万4,000円とするもので

す。 

  支出としまして、第１款資本的支出のうち、建設改良費で２万8,000円を減額し、総額を

21億5,158万1,000円とするものです。 

  第４条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として、職員給与費で

177万2,000円を減額し、総額を8,091万1,000円とするものです。 

  ２ページをお開きください。 

  第５条は、他会計からの補助金について７億1,048万4,000円に改めるものです。この補正

予算の主な内容は、人事異動による人件費の補正であります。 
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  なお、３ページ以降に実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、給与費明細書、予定貸

借対照表及び実施計画明細書を添付しておりますので、ご参照ください。 

  第75号議案、令和6年度犬山市一般会計及び特別会計の決算の認定についてご説明します。 

  令和６年度の各会計の決算につきましては、決算書冊子の501ページ以降の実質収支に関

する調書により、それぞれの会計の歳入歳出決算の総額を申し上げまして、内容の説明に代

えさせていただきます。 

  最初に、一般会計の決算について申し上げます。 

  502ページをお開きください。 

  歳入総額は324億4,543万1,711円で、歳出総額は311億1,811万9,313円ですので、歳入歳出

差引額は13億2,731万2,398円となりますが、犬山南小学校整備事業（南舎長寿命化改良）に

係る継続費の逓次繰越額2,683万円と、総合戦略冊子印刷事業のほか15事業に係る繰越明許

費の繰越額１億6,975万295円の合計１億9,658万295円が翌年度へ繰り越すべき財源となりま

すので、実質収支額は11億3,073万2,103円となりました。 

  引き続き、特別会計の決算をご説明します。 

  503ページをご覧ください。 

  国民健康保険特別会計の決算です。 

  歳入総額は60億2,335万4,116円で、歳出総額が58億9,604万6,117円ですので、歳入歳出差

引額の１億2,730万7,999円が、翌年度への繰越しとなりました。 

  504ページをご覧ください。 

  犬山城費特別会計の決算です。 

  歳入総額は４億2,043万9,361円で、歳出総額３億2,263万417円ですので、歳入歳出差引額

の9,780万8,944円が翌年度への繰越しとなりました。 

  505ページをご覧ください。 

  木曽川うかい事業費特別会計の決算です。 

  歳入総額は6,366万8,863円で、歳出総額が5,833万9,214円ですので、歳入歳出差引額の

532万9,649円が翌年度への繰越しとなりました。 

  506ページを御覧ください。 

  介護保険特別会計の決算です。 

  歳入総額は、58億8,852万7,041円で、歳出総額が57億7,475万3,349円ですので、歳入歳出

差引額の１億1,377万3,692円が翌年度への繰越しとなりました。 

  507ページをご覧ください。 

  最後に、後期高齢者医療特別会計の決算です。 

  歳入総額は、16億2,800万5,914円で、歳出総額が16億1,631万4,500円ですので、歳入歳出

差引額の1,169万1,414円が翌年度への繰越しとなりました。 

  以上、令和６年度の一般会計と特別会計における歳入歳出の総額、翌年度への繰越額等に

ついて申し上げました。 

  この議案には、決算書に加え、事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、

決算に係る主要施策の成果報告書を添付しました。 
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  また、監査委員による決算審査意見書を添付しておりますので、併せてご参照ください。 

  第76号議案、令和６年度犬山市水道事業会計の決算の認定についてご説明します。 

  ２ページ、３ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出におきまして、収入の第１款水道事業収益の決算額は12億8,062万

2,107円、支出の第１款水道事業費用の決算額は12億5,009万7,929円であります。 

  ６ページをお開きください。 

  損益計算書におきまして、当年度分の損益は、下から４行目に記載のとおり、780万3,286

円の純損失であります。 

  １ページ戻って４ページ、５ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出におきまして、収入の第１款資本的収入の決算額は１億2,210万3,814

円、支出の第１款資本的支出の決算額は６億3,273万5,691円であります。 

  なお、欄外に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５億1,063万

1,877円につきましては、過年度分損益勘定留保資金、当年度損益勘定留保資金、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補塡するものでございます。 

  以上が令和６年度水道事業会計の概要であり、10ページ、11ページに貸借対照表、13ペー

ジ以降には決算附属書類を添付しております。 

  また、監査委員による決算審査意見書も添付しておりますので、併せてご参照ください。 

  第77号議案、令和６年度犬山市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定に

ついてご説明します。 

  この議案は、令和６年度犬山市下水道事業会計の決算について認定をお願いするとともに、

決算の結果生じる未処分利益剰余金の処分について、議決をお願いするものでございます。 

  初めに、決算について、その概要を申し上げます。 

  ２ページ、３ページをお開きください。 

  収益的収入及び支出におきまして、収入の第１款下水道事業収益の決算額は、18億1,900

万5,263円です。 

  支出の第１款下水道事業費用の決算額は16億9,551万9,224円です。 

  ６ページ、７ページをお開きください。 

  損益計算書におきまして、当年度の純利益は、７ページの上から４行目に記載のとおり

4,727万3,977円です。 

  １ページ戻って４ページ、５ページをお開きください。 

  資本的収入及び支出におきまして、収入の第１款資本的収入の決算額は17億575万6,661円

であり、支出の第１款資本的支出の決算額は、20億5,220万181円です。 

  なお、欄外に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億4,644万

3,520円につきましては、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補塡するものでございます。 

  以上が令和６年度犬山市下水道事業会計の決算の概要であり、10ページ、11ページに貸借

対照表、15ページ以降には、決算附属書類を添付しております。 

  次に、利益剰余金の処分についてご説明します。 
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  決算書の８ページ、９ページをお開きください。 

  決算の認定に合わせて、未処分利益剰余金の処分について、議会の議決を受ける案件とし

まして、下段の表、下水道事業剰余金処分計算書（案）に記載のとおり、当年度末の未処分

利益剰余金２億1,916万7,376円のうち、令和６年度の純利益に当たる4,727万3,977円につき

ましては、営業収支による利益ではなく、営業外収支による利益であり、その中には一般会

計からの補助金が含まれております。そのため、下水道事業会計の内部には留保せず、建設

改良積立金に積み立て、次年度以降の建設改良費として使用させていただくものです。 

  また、監査委員による決算審査意見書を添付しておりますので、併せてご参照ください。 

  最後でございます。報告第７号、令和６年度犬山まちづくり株式会社決算等についてご説

明します。 

  これは地方自治法第243条の３第２項の規定に基づき、犬山まちづくり株式会社の経営状

況等を報告するものです。 

  令和６年度決算については、２ページから３ページに令和６年度の事業報告を、４ページ

から６ページに実施事業及び会議等の概要を、７ページから11ページに貸借対照表や損益計

算書といった財務諸表を、12ページに監査報告書を添付しております。 

  続いて、令和７年度事業計画及び予算については、13ページから14ページに令和７年度事

業計画の基本方針を、15ページに事業計画の内容を、16ページに収支予算を添付しておりま

す。 

  以上でございます。 

◎議長（大沢秀教君） 提案理由の説明は終わりました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 日程第６ 請願の委員会付託について 

◎議長（大沢秀教君） 日程第６、請願の委員会付託について。 

  ８月20日までに受理いたしました請願は２件であります。会議規則第133条の規定により、

配付いたしました請願文書表のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

令和７年９月定例議会 

請 願 文 書 表 

《請願第１号》 

    件   名   定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及 

            び拡充を求める請願書 

    請 願 者   名古屋市中区伊勢山１丁目１番地１ 伊勢山ビル５Ｆ－Ｃ 

             尾北地区教職員組合 

              執行委員長 坂倉 功一 他255名 

              （犬山市立小中学校在勤教職員） 

    紹 介 議 員    柴田 浩行・岡   覚 

    受付年月日   令和７年７月10日 

    付託委員会   民生文教委員会 
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《請願第２号》 

    件   名   再審法改正を求める意見書の提出を求める請願 

    請 願 者   名古屋市中区三の丸１丁目４番２号 

             愛知県弁護士会 

              会長 川合 伸子 他２名 

    紹 介 議 員   柴田 浩行・岡   覚 

    受付年月日   令和７年７月15日 

    付託委員会   総務委員会 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◎議長（大沢秀教君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  明日９月２日から４日までは議案精読とし、５日午前10時から本会議を再開いたしまして、

一般質問を行います。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

午前10時38分 散会 


